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義と分類に関しては， 現在2つの考え方がある． Verbiest (1975）は脊椎管矢状径の術中計測の
結果から，矢状径lOmmあるいはそれ以下の pureabsolute stenosis, 10～12mmの矢状径で変
形性脊惟正.central soft protrusion，賞靭帯肥厚などを伴っている purerelative stenosisお
よび両者の混合した mixedstenosisを分類しており， developmentalstenosisとspondylotic
stenos isを区別する考えに反対している．すなわち，変形性脊椎症の骨性隆起だけが脊椎管を狭く
するのではなく， developmentalnarrowingもこれに加わっているからであり， relativedeve・ 
lopmental narrcwingがあれば， 変形性脊椎症，黄靭帯肥厚， smallcentral soft protrusion 
などはいずれも，神経圧迫lζ関しては同じ結果をもたらすからであると主張している．これに対し
てKirkaldy-Willisの提唱したシンポツウムで採択された分類では，腰部脊柱管狭窄症を脊椎管，
神経管，椎間孔の狭小化と定義し， developmentalstenosisと degenerativ色stenosis(spon・ 
dylotic stenosis）をはっきり区別している． また，椎間板ヘルニアを合併するものを combined
stenosisとして spinalstenosisの中に包括しているのが特徴的である．この分類は21名の研究
者の合作であり，多種多様のものが含まれているが症状と治療の観点からまとめられているため，
実用面からは 1＇と利である．他方，椎間板ヘルニアや脊椎分離・すべり症ζど， ひどつの clinical
entityとして既に独立したものまでとり込んでいる点lζ問題があると思われる．
不当にも「はきだめ」的診断名として安易に用いられて来た変形性脊推症の中から，近年腰部脊
柱官j火’i"症が区別されるようになったが，この疾患については今後さらに詳細な研究が行われなけ
ればならない．現在提唱されている分類も木だ多分lζ流動的なものとして受取るのがよいと考えら
れる．
